
 

投稿ならびに執筆規程 

（2018.4.1 改訂） 

 
1.     本誌は，「日本保健医療福祉連携教育学会」の研究 

誌「保健医療福祉連携」と称し，原則として 1 年 

2 巻の発行とする。 

2.   本誌への投稿の著者は，日本保健医療福祉連携教育

学会会員に限る。 

3.    投稿論文の内容は保健医療福祉の連携に関わるもの 

で，未公刊のものに限る。 

4. 当誌に掲載が決定した論文等の著作権は当学会に 

  帰属するものとする。 

5. 投稿論文の区分は，原著，研究と報告，短報，事 

    例・実践報告，総説，展望，資料とする。 

6.   投稿論文の採否は，その分野の専門家である複数の 

査読者の意見をもとに編集委員会で決定する。修正 

を要するものは編集委員会の意見をつけて書き直し 

を求めることがある。 

7. 著者校正は再校のみとする。 

8.   掲載料は無料であるが，規定枚数を超えた場合なら 

びにカラー印刷を希望する場合は実費を著者が負担 

する。 

9.   投稿は電子化されたデータを受け付ける。オリジナ 

ル原稿の他に投稿承諾書，原稿整理票を PDF 化し， 

編集委員会の e-mail アドレスまで添付して投稿す 

る。査読結果並びに査読修正のやり取りは，e-mail 

を使って行う。 

10.   投稿は随時受け付ける。論文の掲載は採択決定後発 

行される最も早期の巻・号に掲載するのを原則とす 

る。 

11．  原稿は，原則としてワープロまたはパソコンで作成 

し，縦置き A4 判用紙に横書きとする (32 字× 25 

行＝ 800 字／ページ )。 

12．   表紙を 2 枚つける。 

12.1  表紙の第 1 枚目には，①希望する論文の区分 ( 原

著， 研究と報告，短報，事例・実践報告，総説，展望，資

料 )， 

②表題 ( 和文及び英文 )，③所属 ( 著者全員，日本

語・ 英語表記 )，④著者名 ( ローマ字併記 )，⑤代

表者の 連絡先 ( 住所，電話番号，FAX 番号，e-mail 

アドレス ) を記載する。 

12.2  表紙の第 2 枚目 ( 審査用 ) には，①希望する論

文の 区分，②表題のみを記載する。 

13．  和文抄録は 400 字以内とする。原著の抄録は，目的， 

方法，結果 ，結論に分けて記載する。検索用のキー 

ワードを 3 ～ 5 語添付する。英文抄録は 200 語以内， 

キーワードの英訳も記載する。英文抄録は投稿前に 

必ず英文校正を受けておくこと。 

14．  分量は，800 字を 1 ページとして，原著 15 ページ， 

研究と報告 12 ページ，短報 7 ページ，事例・実践 

報告 10 ページ，総説 20 ページ，展望 15 ページ， 

資料 10 ページ以内とする。ただし，編集委員会が 

認めたときに限りこれを超過する場合もある。 

14.1  ページ番号をそれぞれのページに付す。 

14.2  常用漢字，現代仮名遣い，算用数字を用いる。 

14.3  見出しにおける章・節・項等の展開は，ポイント・ 

システムによって記載し，項で止める。 

14.4  図表を使用する場合は，本文中にその挿入箇所を指 

示する。使用する図表は，別紙として提出する。図 

表を含めて全体の分量が規定枚数以内に収まるよう 

にする ( およその目安として図表 1 個につき 1/2 ペ

ー ジ減ずること )。 

14.5  文献の記載方法 

14.5.1 本文中の該当箇所の右肩に，順に 1），2）…の通し 

番号を付し，文末に番号順に揚げる。 

14.5.2  雑誌の場合 

       著者名：題名．雑誌名，巻（号）：引用ページ，発行 

年の順に記載する。 

    （例） 

       田野ルミ：インタープロフェッショナル演習に臨む 

前の学生の不安．保健医療福祉連携，4（1）：2 ‐ 

11， 2011. 

   Andrew N.Healey,Shabnam Undre,Nick Sevdalis, 

et al：The complexity of measuring 

interprofessional teamwork in the operating 

theatre. Journal of Intereprofessional Care，

20（  5）：485-495，2006. 

14.5.3  単行本の場合 

       著者名：題名．監修ないし編集者，書名，版数：引 

用ページ，発行社名，発行地名，西暦発行日の順に 

記載する。 

    （例） 

  大嶋伸雄，矢嶋真希：チームアプローチを基盤とし 

た在宅医療の人材養成．佐藤智（編），明日の在宅医 

療，第 6 巻在宅医療と人材養成：27 ‐ 51，中央法 

規出版株式会社，東京，2008． 

14.5.4 著者名が 4 名以上の場合，3 名連記の上，〇○○他， 

あるいは○○○ et al とする。 

15．   投稿原稿の送付先及び問い合わせ先： 

       原稿は下記宛に e-mail の添付書類（PDF）として

お 送りください。 

千葉大学大学院看護学研究科 

 「保健医療福祉連携」編集委員会 係 

e-mail :ikusakai@faculty.chiba-u.jp 

TEL & FAX : 043-226-2768 

mailto:ykiuchi@med.showa-u.ac.jp
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